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女
子
野
球
タ
ウ
ン

全
日
本
女
子
野
球
連
盟
か
ら
全
国
17
市
町
目
、

山
陰
両
県
で
は
初
と
な
る
「
女
子
野
球
タ
ウ
ン
」
に

認
定
さ
れ
た
川
本
町
。
県

内
唯
一
の
島
根
中
央
高
校

女
子
硬
式
野
球
部
に
加
え
、

山
陰
初
の
社
会
人
女
子
硬
式

野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム「
島
根

フ
ィ
ル
テ
ィ
ー
ズ
」の
本
拠

地
と
し
て
、新
た
な
歴
史
を

刻
み
始
め
て
い
ま
す
。
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川本ଛのƉと

石
見
銀
山
の
玄
関
口

川
本
町
は
、健
康
食
品
で
あ
る
え
ご
ま
の
栽
培
で

知
ら
れ
る
人
口
約
３
０
０
０
人
の
小
さ
な
町
で
す
。

面
積
の
約
81
％
を
山
林
が
占
め
る
典
型
的
な
中
山

間
地
域
で
あ
り
な
が
ら
、町
を
縦
貫
す
る「
江ご
う

の
川か
わ

」

の
水
運
に
よ
り
、古
く
は
石
見
銀
山
の
玄
関
口
と

し
て
栄
え
、石
見
地
方
の
要
衝
、交
流
の
町
と
し
て

発
展
し
ま
し
た
。

島
根
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、出
雲
大
社
や

三
瓶
山
、温
泉
津
温
泉
な
ど
、観
光
名
所
へ
の
ア
ク

セ
ス
も
便
利
で
す
。

緑
に
こ
だ
ま
す
音
楽
の
里

吹
奏
楽
が
盛
ん
な
川
本
町
は
、全
国
で
も
珍
し
い

音
楽
を
テ
ー
マ
と
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
み
、昭
和
60
年
に「
音
楽
の
町
」を
宣
言
。

石
見
地
方
屈
指
の
音
楽
ホ
ー
ル「
悠
邑
ふ
る
さ
と

会
館
」で
は
、オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
著
名
歌
手
に
よ
る

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。　　

楽
器
や
音
符
を
モ
チ
ー

フ
と
し
た
看
板
や
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
町
の
あ
ち
こ
ち

に
見
ら
れ
、音
楽
へ
の
深
い

愛
情
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

昭
和
レ
ト
ロ
な
弓
市
商
店
街

昭
和
47
年
の
水
害
に
よ
り
、
甚
大
な
被
害
を

受
け
た
弓
市
地
区
に
は
、
店
や
家
を
失
っ
た
町
民
の

た
め
に
急
造
さ
れ
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
建
物
が
立
ち

並
び
ま
す
。

町
が
建
築
し
た
建
物
に
は

ナ
ン
バ
リ
ン
グ
が
施
さ
れ
、

レ
ト
ロ
な
街
並
み
と
と
も

に
独
特
の
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
て
い
ま
す
。

一
級
河
川
「
江ご

う

の
川か

わ

」

中
国
太
郎
の
異
名
を
持
つ
中
国
地
方
最
大
の

一
級
河
川「
江
の
川
」は
全
長
約
２
０
０
㎞
。島
根
県
側

で
は「
ご
う
が
わ
」と
も
称
さ
れ
、広
島
県
北
部
の

阿
佐
山
に
水
源
を
発
し
、中
国
山
地
を
横
切
る
よ
う

に
し
て
日
本
海
に
注
ぎ
ま
す
。古
く
か
ら
山
陽
・
山

陰
を
結
ぶ
交
易
の
要
路
と
さ
れ
、た
た
ら
製
鉄
や
石

見
銀
山
の
発
展
に
伴
い
舟
運
も
発
達
し
ま
し
た
。

全
国
２
位
の
数
を
誇
る
支
流
に
は
、断
魚
渓
や

千
丈
渓
な
ど
の
名
勝
も
多
く
、川
遊
び
や
魚
釣
り
、

カ
ヌ
ー
な
ど
を
楽
し
む
人
々
で
賑
わ
い
ま
す
。浜
原

ダ
ム
の
建
設
に
よ
り
、上
流
で
は
目
に
す
る
こ
と
が

な
く
な
っ
た
回
遊
魚（
サ
ケ
）の
遡
上
も
川
本
町
で

は
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

大田

美郷浜田

江津

三次

広島

宍道 J.C.T

松江 I.C

三次
I.C

大朝 I.C

三次東
J.C.T

中国自動車道

尾
道
松
江
自
動
車
道

浜田自動車道

山陽自動車道

山陽新幹線 尾道 J.C.T

千代田J.C.T

広島J.C.T 広島 I.C 河内 I.C

広島空港

出雲
出雲縁結び空港 宍道 松江
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54
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375

184
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広島駅

46

31

益田
萩・石見空港

津和野

江津 I.C

浜田J.C.T

出雲 I.C

32

出雲多伎I.C

石見三隅 I.C

石見福光 I.C

仁摩・石見銀山 I.C

大田三瓶山 I.C

山陰道

益田 I.C

 飛行機
広島空港から車で約２時間
出雲縁結び空港から車で約１時間半
萩・石見空港から車で約１時間45分

  新幹線
JR広島駅新幹線口から大田行きバス

「石見銀山号」で約２時間

 自動車
浜田自動車道「大朝I.C」から車で約40分

国宝 松江城   　　　 約1時間45分
出雲大社    　　　 約１時20分
世界遺産 石見銀山   　　　 約30分
温泉津温泉   　　　 約40分

国立公園 三瓶山 西の原 　　　 約40分
瑞穂ハイランド   　　　 約40分
石見海浜公園・しまね海洋館アクアス  約50分
津和野     　　　 約２時間15分

ǋクǤスȇッȀ

広島・浜田間を結ぶ高速路線バスのほか、関西方面などからは
益田・浜田・江津行きの高速バス（昼行・夜行）が運行されています｡

車での所要時間
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木路原駅旧

因原駅旧
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川本町因原505-5  0855-72-1111
営業  8:00～19:00（冬季18:00）
㊡年末年始

道のы�
　インフǒȊÁǠȐンǤンǨÁかǅƸと

国道261号線沿いにある道の駅「インフォメーション
センターかわもと」には、30種類以上のエゴマ関連商品
のほか、アユやツガニなどの特産品やスイーツなどの
お土産品、酒類、町内外の新鮮野菜が揃います。

川本町川本332-15  0855-72-0001
営業  10:00～17:00  ㊋定休

川本町湯谷781-２ 0855-72-2645
営業 １0：00～20：00（受付19:00まで)
㊊㊋定休（祝日の場合は翌日）

๥
ƼżƼż

๳ふǁƋとӂը஽
ƼƖơ

઺Ҋ৩ ์
みƑんƓż

੄ߒ
　ホール、会議室、図書館等を
備えた複合施設。1000人を収容
できる大ホールは、舞台を囲む
ように音響反射板が設置され、
音楽、演劇などのイベントに使用
されています。スタインウェイの
グランドピアノが使用できるのも
魅力です｡

　山あいにたたずむ日帰り天然温泉施設。この地は、かつて名立たる
戦国武将らがその傷を癒やした湯治場であったと伝えられています｡
その効能は、擦り傷や関節の痛みを和らげるだけでなく、皮膚乾燥症等
にも効果があるとされ、薬湯や信楽焼のつぼ湯が人気です。施設内の
売店で町内外の特産品を購入することもできます。売店で町内外の特産品を購入することもできます。

ご自宅で温泉気分が味わえる
｢温泉の素」販売中!

0405

ଛ内޷ߕȇッȀ

P.11 ࣟ߳׈店ӨǑȓǋȇッȀ
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夏
の
風
物
詩

毎
年
恒
例
の
夏
祭
り
「
え
え
な
ぁ

ま
つ
り
か
わ
も
と
」の
フ
ィ
ナ
ー
レ
を

飾
る
「
江
の
川
名
物
花
火
大
会
」
は

山
間
部
な
ら
で
は
の
臨
場
感
が
迫
力

満
点
。
山
々
に
響
く
轟
音
と
と
も
に

夜
空
に
大
輪
の
花
を
咲
か
せ
る
打
ち

上
げ
花
火
が
、
幻
想
的
な
雰
囲
気
を

つ
く
り
出
し
ま
す
。

尺
鮎
と
ホ
タ
ル

豊
か
な
自
然
が
残
る
川
本
町
で
は

町
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
野
生
の

ホ
タ
ル
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
、
尺
鮎
が
釣
れ
る
河
川
と
し
て

全
国
的
に
も
有
名
な
江
の
川
で
は
、

季
節
に
な
る
と
友
釣
り
を
楽
し
む

釣
り
人
で
賑
わ
い
ま
す
。
江
の
川

の
鮎
は
、そ
の
美
し
さ
と
香
り
の

良
さ
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

山
野
の
紅
葉

手
つ
か
ず
の
自
然
が
織
り

な
す
川
本
町
の
秋
の
情
景
は
、

山
々
を
染
め
る
色
彩
が
江
の

川
の
水
面
に
映
し
取
ら
れ
、

見
渡
す
か
ぎ
リ
の
紅
葉
に

包
ま
れ
ま
す
。ツ
ー
リ
ン
グ
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て

も
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョン
で
す
。

川本ଛの߬֓

里
山
の
雪
化
粧

毎
年
積
雪
が
見
込
ま
れ
る
川
本
町

で
は
、
冬
に
は
美
し
い
雪
景
色
を
眺
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
車
で
40
分
程
の

と
こ
ろ
に
あ
る
「
瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン
ド
」

は
、
西
日
本
有
数
の
ゲ
レ
ン
デ
と
し
て

知
ら
れ
、コ
ー
ス
数
も
充
実
。
初
心
者

か
ら
上
級
者
ま
で
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
な
ど
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
め
ま
す
。

桜
並
木
と
山
桜

堤
防
沿
い
の
桜
並
木
と
折
り
重
な

る
よ
う
に
し
て
咲
く
煌
び
や
か
な

山
桜
。因
原
地
区
で
は
、毎
年
こ
の

時
期
に
は
提
灯
が
灯
さ
れ
、夜
桜
を

観
に
来
る
来
訪
者
を
迎
え
ま
す
。

三
原
地
区
で
は
河
津
桜
の
植
栽
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
令
和
８
年
夏
に

「
河
津
桜
公
園
」が
開
園
。

春
の
妖
精

茎
の
先
か
ら
一
輪
の
可
憐
な

白
い
花
を
咲
か
せ
、
そ
の
愛
ら

し
い
姿
か
ら
「
春
の
妖
精
」
と

呼
ば
れ
る
イ
ズ
モ
コ
バ
イ
モ
。

川
本
町
の
谷たん
ど戸
地
区
は
、希
少
な

群
生
地
と
し
て
全
国
に
知
ら
れ

て
お
り
、
開
花
期
に
は
県
内
外

か
ら
多
く
の
愛
好
家
が
訪
れ

ま
す
。

三
原
の
雲
海

町
の
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
た

三
原
地
区
に
は
、古
き
良
き
日
本
の

原
風
景
の
面
影
を
今
に
残
す
、美
し

い
田
園
風
景
が
広
が
り
ま
す
。朝
晩

の
寒
暖
の
差
が
激
し
く
な
る
春
先

や
秋
口
に
は
、車
で
頂
上
付
近
ま
で

行
く
こ
と
が
で
き
る
円
山
の
展
望
台

か
ら
、一
面
に
広
が
る
雲
海
を
望
む

絶
景
を
目
に
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

イ
ズ
モ
コ
バ
イ
モ
祭
り

3/1
〜
3/31
の
期
間
中
、観
察
会
等
の

開
催
の
ほ
か
、土
日･

祝
日
に
保
護
活
動

メ
ン
バ
ー
が
現
地
を
案
内
し
ま
す
。

３月

三
原
田
植
え
ば
や
し

７月

鮎
釣
り
解
禁

６月

え
え
な
ぁ
ま
つ
り
か
わ
も
と

（
江
の
川
名
物
花
火
大
会
）

因
原
ふ
る
さ
と
祭
り

８月

悠
邑
神
楽
フ
ェ
ス
タ

９月

産
業
祭

き
ん
さ
い
ま
つ
り

11月 年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

旧
Ｊ
Ｒ
三
江
線
の
跡
地
を
利
用
し
、

実
際
に
列
車
が
走
っ
て
い
た
線
路
の

上
で
運
転
士
に
な
っ
た
気
分
を
味
わ

え
る
レ
ー
ル
バ
イ
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

レ
ー
ル
バ
イ
ク
・
イ
ベ
ン
ト

不定期



石い

わ

み

か

ぐ

ら

見
神
楽

古
事
記
・
日
本
書
紀
な
ど
の
神
話
を
も
と
に
し
た
演
目
で
、

迫
力
あ
る
舞
や
お
囃
子
が
特
徴
の
石
見
神
楽
。
神
事
で
あ
り
な

が
ら
芸
能
と
し
て
の
要
素
も
色
濃
く
、
重
厚
な
舞
の
「
六
調
子

神
楽
」や
軽
快
な
リ
ズ
ム
の「
八
調
子
神
楽
」な
ど
、川
本
町
に
は

複
数
の
社
中
が
あ
り
、お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
上
演
を
行
っ

て
い
ま
す
。
特
別
出
張
の
ご
依
頼
も
可
能
で
す
。(
有
料)

弓
ヶ
峯
八
幡
宮

天
福
元
年（
１
２
３
３
年
）

小
笠
原
長な
が
ち
か親
に
よ
っ
て
建
立

さ
れ
ま
し
た
。境
内
に
は
、

「て
ん
び
ん
ふ
い
ご
を
は
じ
む
る
の
き

創
天
秤
鞴
記
」の
碑
が
あ

り
、こ
の
地
で
か
つ
て「
た
た

ら
製
鉄
」が
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

臨
流
山

仙せ
ん
が
ん
じ

岩
寺

安
土
桃
山
時
代
に
建
立

さ
れ
た
仙
岩
寺
城
山
の
山

腹
に
あ
る
曹
洞
宗
の
お
寺
。

２
０
０
段
以
上
の
石
段
を

登
っ
て
境
内
に
た
ど
り
着

く
と
、江
の
川
と
市
街
地
が

眼
下
に
広
が
り
ま
す
。

江ご
う
が
わ川

太だ

い

こ鼓

川
本
町
を
代
表
す
る

郷
土
芸
能
団
体
で
あ
る

江
川
太
鼓
は
、
昭
和
47
年

の
結
成
以
来
、
ド
イ
ツ
や

デ
ン
マ
ー
ク
な
ど
、
多
数
の

海
外
公
演
も
行
っ
て
い
る

和
太
鼓
チ
ー
ム
で
す
。

石
せ
き
し
ゅ
う
が
わ
ら

州
瓦

独
特
の
赤
褐
色
で
知
ら

れ
る
石
州
瓦
は
、
４
０
０

年
の
歴
史
を
持
つ
日
本
三

大
瓦
の
一
つ
。
山
々
の
緑
に

や
さ
し
く
調
和
す
る
赤
瓦

の
家
並
み
は
、
こ
の
地
方

な
ら
で
は
の
情
景
で
す
。

目
の
字
型

ラ
ー
メ
ン
橋

旧
三
江
線
で
の
み
採
用

さ
れ
た
目
の
字
型
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
ラ
ー

メ
ン
橋
。
戦
前
に
造
ら
れ

た
も
の
で
、
横
か
ら
見
る

と
漢
字
の
「
目
」
の
字
に

見
え
る
橋
は
、
当
時
高
価

だ
っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

使
用
を
極
力
減
ら
し
つ
つ

強
度
を
保
つ
た
め
の
デ
ザ

イ
ン
だ
っ
た
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
令
和
６
年
度
土
木

学
会
選
奨
土
木
遺
産
に

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

米
食
い
岩

山
の
中
腹
か
ら
町
を
見

下
ろ
す
巨
大
な
岩
。
名
前

の
由
来
は
諸
説
あ
り
ま
す

が
、
米
食
い
岩
の
伝
説
は
、

こ
の
地
域
に
伝
わ
る
民
話

と
し
て
、
地
元
の
人
々
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

田
植
え
ば
や
し

か
つ
て
こ
の
地
を
治
め
た

石
見
小
笠
原
氏
が
、築
城
の

祝
い
と
五
穀
豊
穣
を
祈
っ
て

始
め
た
と
さ
れ
る「
小
笠
原

近ち
か
し
げ
り
ゅ
う

重
流
三
原
田
植
囃
子
」

は
、４
０
０
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
民
俗
芸
能
で
す
。

土木学会
選奨土木遺産

宝
ほ
う
じ
ゅ
う
ざ
ん

重
山

長
江
寺

か
つ
て
こ
の
地
を
治
め
た
石
見
小
笠
原
氏

の
菩
提
寺
で
あ
る
長
江
寺
に
は
、
第
12
代

小
笠
原
長
隆
が
、
時
の
将
軍
足
利
義
稙
か
ら

拝
領
し
た
と
さ
れ
る
珍
宝「
獏ば

く
と
う頭
の
玉ぎ

ょ
く
ち
ん枕」が

納
め
ら
れ
て
お
り
、こ
の
枕
で
眠
る
と「
悪
夢

を
喰
ら
い
、吉
夢
を
見
せ
る
」
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。秋
に
な
る

と
境
内
を
埋
め
尽
く

す
黄
金
色
の
銀い

ち
ょ
う杏
の

絨じ
ゅ
う
た
ん毯
が
、参
拝
客
ら

を
出
迎
え
ま
す
。

(

見
頃
／
11
月
中
下
旬)

㉄ 長江寺　川本町湯谷783
0855-72-1150　 map P.05

㉄ 川本町教育委員会〈教育課文化振興係〉
0855-72-0594　 map P.05

丸
山
城
跡

丸
山
城
は
、
天
正
13
年
（
１
５
８
５
年
）
に

当
時
の
石
見
銀
山
の
支
配
に
深
く
関
わ
っ
た

と
さ
れ
る
石
見
小
笠
原
氏
の
第
15
代
小
笠
原

長な
が
は
た旌
が
築
い
た
連れ
ん
か
く
し
き

郭
式
の
中
世
山
城
で
す
。

標
高
４
８
２
ｍ
の
円
山
頂
上
部
を
主
郭
と

す
る
城
郭
は
、
本
丸
と
西
の
丸
を
中
心
に

10
あ
ま
り
の
郭く
る
わ
ぐ
ん群で
構
成
さ
れ
、石
見
国
と
し

て
は
非
常
に
珍
し
い
総
石
垣
の
城
郭
で
し
た
。

現
在
は
、石
垣
の
跡
な
ど
そ
の
僅
か
な
面
影
を

残
す
の
み
で
す
が
、
雲
海
を

望
む
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

丸山城跡
散策マップ

ふ
れ
あ
い
公
園

笹
遊
里

サ
サ
ユ
リ

10
〜
15
㎝
ほ
ど
の
薄
い

ピ
ン
ク
の
花
に
は
強
い
香
り

が
あ
り
、名
前
の
由
来
と
なっ

て
い
る
厚
い
葉
は
サ
サ
の

形
に
似
て
い
ま
す
。(開
花
／

６
月
〜
７
月
頃)

市い
ち
い
ば
ら

井
原

ユ
キ
ワ
リ
イ
チ
ゲ

早
春
に
20
㎝
前
後
の
花

茎
を
立
て
、
淡
紫
色
の
花

（
萼が
く
へ
ん片
）
を
一
輪
つ
け
ま

す
。晴
れ
た
日
に
だ
け
花
を

咲
か
せ
ま
す
。(

開
花
／
３

月
上
旬
〜
４
月
上
旬
頃
）

谷た
ん
ど戸

イ
ズ
モ
コ
バ
イ
モ

絶
滅
危
惧
種
に
も
指
定

さ
れ
て
い
る
ユ
リ
科
の
多

年
草
。
島
根
県
だ
け
に
自

生
し
、
川
本
町
の
谷
戸
地

区
は
、
希
少
な
群
生
地
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

鶴
池
山

正し
ょ
う
れ
ん
じ

蓮
寺

楼
門
の
建
立
は
、寛
永

４
年（
１
７
５
１
年
）と
伝
え

ら
れ
、石
見
三
大
門
の
一
つ

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。境
内

に
あ
る
経
堂
も
貴
重
な
建

物
で
、と
も
に
町
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町指定
有形文化財 川本町南佐木947-1

日܃川׿໛ ໛׿઺川ߵ

町指定
天然記念物

町指定
有形文化財

県指定
史跡

08

川本ଛのࣅڰ
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昭
和
40
年
創
業
。
旧
石
見
川

本
駅
前
の
一
等
地
で
半
世
紀
以
上
、

町
の
盛
衰
を
見
守
っ
て
き
た
老
舗
の

定
食
屋
さ
ん
。「
鮎
の
塩
焼
き
」
と

「
う
な
重
」は
、店
主
自
慢
の
逸
品

で
す
。

川本ଛƝの食ࠕ

川本町川本613-2 0855-72-0021
営業 11:00-14:00／17:00-21:00
㊐・㊗定休

川本町川本541-1 0855-72-1288
営業  月～土 18:00-23:00
／日・  18:00-22:00　㊌定休

川本町川本529 0855-72-0046
営業 11:00-22:00　㊐・㊗定休

奥
深
い
「
や
き
と
り
道
」
に
邁
進

す
る
お
店
は
、
地
元
の
常
連
さ
ん
が

ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
る
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム

な
雰
囲
気
で
す
。
店
主
こ
だ
わ
り

の
芋
焼
酎
２
種
と
焼
き
鳥
各
種
を

ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

老
舗
焼
き
肉
店
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

タ
レ
は
絶
妙
の
味
わ
い
。「
味
道
園

定
食
」は
開
店
以
来
、多
く
お
客
さ
ま

に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。デ
ィ
ナ
ー
は

予
約
で
の
ご
利
用
が
お
す
す
め
で
す
。

新栄

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー

は
、ど
れ
も
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
。遠
方

か
ら
訪
れ
る
フ
ァ
ン
も
い
る
一
番
人
気

の「
マ
ジ
カ
ル
オ
ム
ラ
イ
ス
」の
ほ
か

サ
ク
サ
ク
触
感
の
え
ご
ま
サ
ブ
レ

な
ど
ス
イ
ー
ツ
の
販
売
も
あ
り
。

ふくむら食堂

川本町川本633-2
0855-72-0246（FAX兼用）

営業 12:00-14:00  ㊐・㊗定休  ※夜は要予約

川本町川本577 0855-72-0016
営業 11:00-14:00〈L.O. 14:00〉 ㊐定休

皆んな来た道

きたみち庵

高
山
蕎
麦
道
場
で
修
行
し
た

ス
タ
ッ
フ
が
作
る
手
打
ち
そ
ば

屋
さ
ん
。
割
子
や
ざ
る
で
い
た

だ
く
「
生
そ
ば
」
の
ほ
か
に
も

皮
に
そ
ば
粉
を
練
り
込
ん
だ

そ
ば
餃
子
が
人
気
で
す
。

広
島
で
修
行
さ
れ
た
ご
主
人

が
作
る
、町
に
い
な
が
ら
本
場
の

味
が
愉
し
め
る
人
気
の
広
島
流

お
好
み
焼
き
屋
さ
ん
。創
業
以
来

変
わ
ら
ぬ
ソ
ー
ス
と
麺
は
、や
み

つ
き
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
。

川本町川本541-6 0855-72-2456
営業 11:30-14:00／17:00-21:00
〈L.O. 21:00 予定>　㊊定休  

お好み・鉄板焼

かんちゃん

やきとり洋子焼肉�味道園

ラ
ン
チ
や
ス
イ
ー
ツ
、ド
リ
ン
ク

各
種
を
ご
用
意
。
様
々
な
種
類

の
カ
レ
ー
や
パ
ス
タ
が
楽
し
め
る

ほ
か
、日
替
わ
り
弁
当
の
販
売
も

行
っ
て
い
ま
す
。

川本町川本617-9 0855-72-0013
営業 11:30-13:00　㊏・㊐・㊗定休  

カフェ・ドゥ・
ソレイユ

食
事
の
メ
ニ
ュ
ー
が
豊
富
な

喫
茶
店
で
平
日
の
小
鉢
が
つ
い
た

日
替
定
食
が
人
気
で
す
。
食
事

の
後
は
、
本
格
サ
イ
フ
ォ
ン
珈
琲

(

＋
２
０
０
円
）
で
ゆ
っ
た
り
と

し
た
ひ
と
と
き
を
。

川本町川本541-7 0855-72-1452
営業 ９:00-15:00　㊎定休　※夜は要予約

茶や

春夏秋冬

新栄
 ●

〶

川本町観光協会（かわもと暮らし）川本町観光協会（かわもと暮らし）

スナック

喫茶ボン

焼肉

味道園

カラオケ

えんか村日の出

ふくむら食堂
●

お好み・鉄板焼

かんちゃん
JAしまね

●

ENEOS

ATM

タバコ

Yショップかないや

　妙船寺経塚 ■

島根中央信用金庫

　山陰合同銀行

●●

P

卍妙船寺卍

40

３１

飯田食堂
　　●

●カフェ・ドゥ・ソレイユ

● ●●

茶や春夏秋冬茶や春夏秋冬
川本食堂川本食堂

皆んな来た道

きたみち庵
皆んな来た道

きたみち庵
Cafe

神江楽
Cafe

神江楽

Aコープ
かわもと

旧JR三江線

かわもと薬局

川本町商工会

ATM

表日進堂

石見川本駅

-パンとおやつ-

堀井金物店内

とまり木
-パンとおやつ-●

●

YOYO珈琲

ATM

●

川本郵便局

江の川

川
本
大
橋

中央駐車場

会下商店

●

●

◯◯
●

やきとり洋子

●

◯
光永寺
卍

●

NAGOMICAFE　

、、

߳׈ ࣟ店Ө
ǑȓǋȇッȀ

川本町川本541-3 0855-72-1370
営業 12:00-13:00／17:00～22:00 
㊐・㊗ 定休 ※土曜は夜のみ営業

川本食堂

町
民
御
用
達
の
大
衆
居
酒
屋
。

地
元
高
校
生
ら
と
共
同
開
発
し
た

え
ご
ま
丼
と
自
家
製
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

の
ラ
ー
メ
ン
が
人
気
で
す
。
時
間
を

気
に
せ
ず
ゆ
っ
く
り
呑
め
る
、
川
本

町
の
深
夜
食
堂
。

飯田食堂

川本町川本620 090-7756-5589
営業 18:00-23:00〈Ｌ.Ｏ.22：30〉
㊌・㊐定休(不定休)

昭
和
８
年
創
業
。大
衆
酒
場
か
ら

始
ま
り
、現
在
は
３
代
目
の
ご
主
人

が
営
む
居
酒
屋
さ
ん
。お
す
す
め
は

熊
本
か
ら
仕
入
れ
る
新
鮮
な「
馬
刺

し
」で
、こ
れ
を
目
当
て
に
来
店
す
る

リ
ピ
ー
タ
ー
も
多
い
と
か
。
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川本ଛƝの食ࠕ

YOYO珈琲

川本町川本635-2 070-8964-8865
営業 10:00-14:00〈L.O.13:30〉 ㊋・㊌定休

オ
レ
ン
ジ
色
の
か
わ
い
い
外
観
が

目
印
。ハ
ン
ド
ド
リ
ッ
プ
で
淹
れ
た

香
り
高
い
コ
ー
ヒ
ー
の
ほ
か
、
数
量

限
定
の
フ
レ
ン
チ
ト
ー
ス
ト
も
お
す

す
め
で
す
。

店
内
飲
食
の
ほ
か
、
唐
揚
げ
や

フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
な
ど
の
テ
イ
ク

ア
ウ
ト
も
充
実
。一
番
人
気
は
パ
ス

テ
ル
カ
ラ
ー
の
和
菓
子
練
り
切
り

セ
ッ
ト
。練
り
切
り
ア
ー
ト
体
験
教
室

（
要
予
約
）も
随
時
開
催
。

川本町川本578 090-3637-4636
営業 13:00-18:00  ㊊～㊌定休

Cafe�神江楽

川本町川本626-1 0855-72-0453
営業 月～金 13:00-17:00／月～土
19:00-22:00　㊐・㊗定休 　※夜は要予約

カラオケ

えんか村日の出

気
さ
く
な
ご
夫
婦
が
出
迎

え
て
く
れ
る
カ
ラ
オ
ケ
専
門
店
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
も
出
演

す
る
演
歌
歌
手
が
、
登
竜
門
と

し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
訪
れ
る

と
い
う
有
名
店
。

川本町因原505-5 0855-74-2102
営業  10:00-16:00
㊊定休（祝日の場合は翌日） map P.04

道
の
駅
の
入
り
口
に
店
舗
を

構
え
る
町
内
唯
一
の
ス
イ
ー
ツ

専
門
店
。特
産
品
の「
え
ご
ま
」

を
使
っ
た
焼
き
立
て
ア
ッ
プ
ル

パ
イ
や
こ
だ
わ
り
の
特
製
ジ
ェ

ラ
ー
ト
が
人
気
で
す
。

ǽッǜȔッソ

SLFFROXVVR

川本町因原505-5 0855-72-1111
営業 食事11:00-15:00／喫茶15:00-17:00
㊊定休（祝日の場合は翌日） map P.04

お
昼
時
に
は
平
日
で
も
満
席

と
な
る
道
の
駅
の
レ
ス
ト
ラ
ン
。

人
気
は
、
ご
当
地
食
材
を
活
か

し
た
石
見
ポ
ー
ク
の
生
姜
焼
き

定
食
と
石
見
和
牛
の
焼
肉
丼
。

季
節
限
定
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
。

レスǱラン

źんふſ

川本町川本630 070-8455-7891
営業 モーニングタイム 8:30-10:00
カフェタイム 10:00~17:00　不定休

NAGOMI
CAFE

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
店
内

は
何
時
間
で
も
居
ら
れ
そ
う
。

国
内
で
５
％
し
か
流
通
し
て
い
な

い
と
い
う
希
少
な
コ
ー
ヒ
ー
や
、

ホ
ッ
ト
ド
ッ
グ
な
ど
の
軽
食
が

楽
し
め
ま
す
。




川本町久座仁264-7  0855-74-3550  
営業 11:00-14:30　㊊･㊋定休　 map P.04

令
和
７
年
11
月
、川
本
東
大

橋
の
近
く
に
オ
ー
プ
ン
。石
焼
ビ

ビ
ン
バ
や
ラ
ー
メ
ン
、
餃
子
な
ど

豊
富
な
メ
ニュ
ー
が
魅
力
な
焼
肉

屋
さ
ん
。店
内
で
は「
ア
キ
ち
ゃ
ん

の
手
作
り
キ
ム
チ
」も
販
売
中
。

էݔ焼肉

オȋǴ

川本町川下1891-3  0855-72-2026  
営業 7:00-22:00　無休　 map P.04

ラ
ー
メ
ン
や
う
ど
ん
が
自
動

販
売
機
か
ら
買
え
る
昭
和
レ
ト
ロ

な
コ
イ
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
。
お
食
事

以
外
に
も
お
菓
子
や
飲
み
物
の

自
動
販
売
機
が
あ
り
、ド
ラ
イ
ブ

の
休
憩
に
ぴ
っ
た
り
で
す
。

ǜインレスǱラン

かǅƸと

川本町湯谷781-2 0855-72-2645  
営業  11:00-14:00　㊊・㊋定休 map P.04

湯
谷
温
泉
弥
山
荘
の
館
内
に

あ
る
レ
ス
ト
ラ
ン
。
湯
上
が
り
の

一
杯
や
お
食
事
だ
け
の
ご
利
用

も
可
能
。
テ
ー
ブ
ル
席
の
ほ
か
、

広
々
と
し
た
座
敷
も
ご
利
用

頂
け
ま
す
。

レスǱラン

੄ߒ์

古
き
良
き
時
代
の
面
影
を
今

に
残
す
町
内
唯
一の
ス
ナ
ッ
ク
店
。

呑
ん
で
歌
っ
て
羽
目
を
外
す
も

よ
し
、
カ
ウ
ン
タ
ー
で
し
っ
ぽ

り
や
る
も
よ
し
。
毎
月
15
日
に

飲
み
放
題
デ
ー
を
開
催
。

川本町川本571 0855-72-0987 ㊐・㊗定休
営業 コーヒータイム 月・水・金 9:00-12:00
カラオケタイム 月~土 13:00-15:00／19:00-24:00

スナック

喫茶ボン

堀
井
金
物
店
内
に
あ
る
パ
ン

屋
さ
ん
。イ
チ
オ
シ
は
、手
作
り

ク
リ
ー
ム
ぎ
っ
し
り
の「
ク
リ
ー

ム
パ
ン
」と
自
家
製
タ
ル
タ
ル

た
っ
ぷ
り
の「
バ
ト
ウ
フ
ラ
イ
の

サ
ン
ド
」。

川本町川本623-8（堀井金物店内)
営業 火・土のみ 10:00-17:00 
※毎月最終土曜は休み

とまり木�
-パンとおやつ-

掲載されているお店の営業時間等は変更となる
場合がございます。ご来店の際などは、各店舗に
直接ご確認ください。



川
本
町
と
い
え
ば
、な
ん
と

いって
も
え
ご
ま
の
栽
培
が
有
名

で
す
。え
ご
ま
の
実
を
搾
っ
て

つ
く
る
油
の
ほ
か
に
調
味
料
や

お
茶
な
ど
、健
康
食
品
と
し
て

注
目
さ
れ
る
え
ご
ま
は
、様
々

な
商
品
に
加
工
さ
れ
、道
の
駅

な
ど
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

ご寄付は、各ポータルサイトにて随時
受付しています。

問い合わせ：かわもとテレワークスペース OTO-LaVo 0855-74-2260 楽天 ふるさとチョイスANA

えごま調味料

えごま油

川
本
町
の
え
ご
ま

えごま茶

川本ଛのふǁƋとృ়

時
の
権
力
者
豊
臣
秀
吉
も
愛
用
し

た
と
さ
れ
る「
獏
の
枕
」は
、古
来
よ
り

「
悪
夢
を
喰
ら
い
、吉
夢
を
見
せ
る
」

と
い
わ
れ
て
お
り
、小
笠
原
長
隆
が

室
町
幕
府
第
10
代
将
軍
足
利
義
稙

か
ら
拝
領
し
、
長
江
寺
に
納
め
ら
れ
た

珍
宝「
獏ば
く
と
う頭
の
玉ぎ
ょ
く
ち
ん枕」は
、当
時
と
し

て
も
大
変
貴
重
な
縁
起
物
だ
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

道の駅館内には、「獏頭の玉枕」の実物大レプリカ
のほか、様々な獏グッズが展示・販売されています。

川
本
町
と
バ
ク

獏
ばくとう

頭ビール

石見鴨
川本町産のえごまを食べて育った栄養満点の石見鴨は
鴨肉ならではの歯ごたえとジューシーな味わいが人気です｡

そ
の
他
の
お
土
産

酒類（清酒・甘酒・どぶろく）

そ
の
他
の
お
土
産アユ

江の川 生粋鮎
町内の養殖施設で天然に近い生育環境の再現により生まれた
アユの新ブランド。天然に引けを取らない引き締まった身と

「香魚」と呼ばれるにふさわしい香りが特徴です。ツガニ（もくずがに）

アユの甘露煮

1415

川本ଛƝのࢤ౸

ふǂŸź۽園޼�๲ຽ
　ログハウス風のコテージやキャンプ場に宿泊で
きるほか、グランドゴルフやバーベキューなども楽し
めます。散策路があり、初夏には施設名の由来にも
なったササユリの花が見られます。

川本町川下3005-2  map P.05

0855-72-2450
営業 9:00-17:00  ㊌定休

かǅƸとおとƄը
　和洋全9室・各部屋バルコニー付きの宿泊施設｡
町の中心部にもアクセスしやすく、ファミリーから
観光・ビジネスまで、幅広く利用されています。

川本町川本332-13  map P.04

0855-72-3080

川本ଛのお஥ߙ



 otoiawase@kawamoto-kankou.jp   https://kawamoto-kankou.jp
発行元 川本町観光協会   0855-74-2345 〒696-0001 島根県邑智郡川本町大字川本608-1

川本町観光協会

川本町は「島根フィルティーズ」を応援しています!!

Instagram

フィルティーズHP

一般社団法人かわもと暮らし 島根フィルティーズ球団事務所 
〒696-0004 島根県邑智郡川本町大字川下1490-1　TEL 0855-74-6610（0855-74-2110）　E-mail info@philtilys.com 

山陽高校　リーグ戦
エスタイムプリンセス　リーグ戦
三次ブラックパールズ　リーグ戦
倉敷ピーチジャックス　リーグ戦

山陽高校
三次ブラックパールズ
倉敷ピーチジャックス

●  4－5
○ 31－2
○  3－1
vs
vs
vs
vs

vs
vs
vs

11:00～
9:30～
10:30～
9:30～
13:30～
9:30～
13:30～

5/25日 川本球場
川本球場

川本球場

玉島の森野球場
（岡山県倉敷市）

（広島県三次市）

（広島県安芸太田町）
戸河内G

カーター球場

5/31土
6/22日

7/ 6日

7/12土
7/20日

日　時 試　合 会　場

全日本女子硬式クラブ野球選手権大会
全日本女子硬式野球選手権大会
女子硬式野球西日本大会

8/  9土～
10/11土～
11/  8土～

千葉県成田市・佐倉市

愛媛県松山市

広島県三次市・甘日市市

令和 7年度試合スケジュール

山陰初！社会
人女子硬式野

球クラブ

島根フィルティ
ーズ

https://philtilys.com
島根フィルティーズ公式サイト

島根フィルティーズ公式グッズは､
道の駅「インフォメーションセン
ターかわもと」他、球場・イベント
会場にて好評発売中!!

　川本町を本拠地とする山陰初の社会人女子硬式
野球クラブチーム「島根フィルティーズ」は､女子
野球日本一を目指して活動しています。
　地元の声援を背に日々厳しい練習に励む選手
たちは野球だけでなく、地域のイベントやボラ
ンティアにも積極的に参加し、町を盛り上げて
います。
　ぜひ球場に足をお運び頂き、彼女たちの挑戦
を一緒に応援しましょう！ファンクラブ会員も
募集中!!

　町内の谷戸地区に群生地がある山野草「イズモコバイモ」です｡
島根県内でのみ自生する珍しい植物で、花季には多くの見物客が
訪れています。

イズモコバイモ
Instagram

表紙の花




